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石
炭
火
力
が
白
紙
撤
回
に
！？

「
世
界
の
潮
流
は
、
環
境
負
荷
の
軽
減

だ
が
、
電
力
不
足
は
待
っ
た
な
し
の
状
況

だ
」
―
―
。

　

タ
イ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
の
幹
部

は
こ
う
ぼ
や
く
。

　

現
在
、
こ
の
国
で
は
発
電
所
建
設
を
巡

り
、
政
府
と
建
設
反
対
を
訴
え
る
地
元

住
民
が
対
立
。

　

プ
ラ
ユ
ッ
ト
暫
定
首
相
は
、
計
画
承
認

を
一
時
棚
上
げ
に
す
る
異
例
の
事
態
と

な
っ
て
い
る
。

　

発
端
は
、
２
月
17
日
に
開
か
れ
た
国
家

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
委
員
会

（
委
員
長
・

プ
ラ
ユ
ッ
ト
暫
定
首
相
）。
南
部
ク
ラ
ビ

ー
県
で
の
石
炭
火
力
発
電
所
の
建
設
計

画
が
承
認
さ
れ
た
も
の
の
、
地
元
住
民

ら
が
強
く
反
発
、
首
相
府
前
に
集
ま
り

抗
議
集
会
を
開
い
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
首
相
府
の
サ
ン
セ
ー
ン

広
報
官
は

「
エ
ネ
政
策
委
は
、
計
画
反

対
の
地
元
住
民
ら
の
疑
問
を
解
決
す
る

た
め
、
環
境
影
響
評
価

（
Ｅ
Ｉ
Ａ
）
と

環
境
健
康
影
響
評
価

（
Ｅ
Ｈ
Ｉ
Ａ
）
の
手

続
き
を
見
直
す
」
と
発
表
。
事
実
上
の

白
紙
撤
回
だ
。

　

だ
が
、
同
省
に
よ
れ
ば
、
同
国
南
部
の

電
力
不
足
は
逼
迫
し
て
い
る
た
め
、
発

電
所
の
早
期
着
工
が
望
ま
れ
る
と
言
う
。

　

現
在
、
同
地
の
電
力
需
要
は
最
大
３
０

８
９
・
５
Ｍ
Ｗ
。
と
こ
ろ
が
、
タ
イ
電
力

公
社

（
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｔ
）
は
、
現
状
で
は
最
大

２
７
１
３
Ｍ
Ｗ
し
か
確
保
で
き
ず
、
不
足

分
は
タ
イ
中
部
か
ら
の
電
力
融
通
と
マ
レ

ー
シ
ア
か
ら
の
買
電
で
対
応
し
て
い
る
。

　

し
か
も
、
南
部
の
電
力
需
要
は
年
４
・

７
％
と
同
国
最
大
の
増
え
幅
だ
。
特
に

ア
ン
ダ
マ
ン
海
沿
い

（
パ
ン
ガ
ー
、
プ
ー
ケ

ッ
ト
、
ク
ラ
ビ
ー
、
ト
ラ
ン
各
県
）
の
需

要
は
旺
盛
で
、
必
要
電
力
８
０
０
Ｍ
Ｗ
に

対
し
、
エ
リ
ア
内
の
発
電
量
は
３
１
５
Ｍ

Ｗ
と
心
許
な
い
。

　

そ
こ
で
、
同
省
と
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｔ
は
難
問
解

消
の
切
り
札
と
し
て
、
今
回
の
石
炭
発

電
所
を
計
画
し
た
。

　

同
省
の
ア
ナ
ン
タ
ポ
ー
ン
大
臣
は

「
政

府
は
国
家
と
し
て
の
さ
ら
な
る
経
済
成

長
を
目
指
し
、
投
資
戦
略
を
掲
げ
て
い

る
が
、
今
の
ま
ま
で
は
電
力
不
足
が
原

因
で
進
ま
な
い
だ
ろ
う
」
と
嘆
く
。

　

同
様
に
タ
イ
工
業
連
盟
の
チ
ェ
ー
ン
会

長
も

「
南
部
の
電
力
使
用
量
を
見
れ
ば
、

逼
迫
度
合
い
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
、

早
々
に
決
定
し
な
け
れ
ば
、
今
後
の
ビ
ジ

ネ
ス
、
観
光
業
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
だ

ろ
う
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　

一
方
、
反
対
派
は

「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が

多
い
石
炭
発
電
所
を
選
ぶ
理
由
が
理
解

で
き
な
い
。

　

低
コ
ス
ト
と
い
う
理
由
で
あ
れ
ば
道
理

が
通
ら
な
い
」
と
し
、
民
主
党
の
ア
ピ
シ

ッ
ト
元
首
相
も

「
石
炭
に
固
執
す
る
必

要
は
な
い
。
理
由
を
伝
え
る
べ
き
だ
」
と

疑
問
を
呈
す
る
。

　

と
も
あ
れ
、
暫
定
首
相
の
急
転
直
下
の

Ｅ
Ｉ
Ａ
と
Ｅ
Ｈ
Ｉ
Ａ
の
破
棄
に
よ
っ
て
、
Ｅ

Ｇ
Ａ
Ｔ
は
、
ク
ラ
ビ
ー
石
炭
火
力
発
電
所

建
設
計
画
の
Ｅ
Ｉ
Ａ
と
Ｅ
Ｈ
Ｉ
Ａ
に
関
す

る
手
続
き
を
、
２
～
３
カ
月
後
に
再
開

す
る
予
定
と
発
表
。

現
地
報
告

存
在
感
増
す
Ｊ
パ
ワ
ー
、
対
日
戦
略
を
加
速
す
る
現
地
企
業

経済レポート

知
ら
れ
ざ
る
タ
イ
の
「電
力
先
進
国
化
」
戦
略

　
　

  

（
「
週
刊
ワ
イ
ズ
」
編
集
長
／
バ
ン
コ
ク
在
住
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

北
川　

宏  

工業団地が続々と構築されているタイでは急増する電力需要アップは悩みの種

P26-29経済レポ北川氏_5.indd   26 2017/04/07   16:38:25



強
気
で
自
己
演
出
の
天
才
不
動
産
王

27　●月刊公論  2017． 5

p. 27

　

地
元
紙
に
よ
れ
ば
、
コ
ラ
シ
ッ
ト
総
裁
は
、

手
続
き
を
行
な
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

の
選
定
に
向
け
た
入
札
を
準
備
し
て
い
る

と
し
、
Ｅ
Ｉ
Ａ
、
Ｅ
Ｈ
Ｉ
Ａ
の
最
初
の
段
階

と
な
る
公
聴
会
を
５
、
６
月
頃
に
開
始

で
き
る
見
込
み
だ
と
述
べ
た
と
い
う
。 

　

コ
ラ
シ
ッ
ト
氏
に
よ
る
と
、
Ｅ
Ｉ
Ａ
と
Ｅ

Ｈ
Ｉ
Ａ
の
手
続
き
に
は
２
～
２
年
半
を
要

し
、
ま
た
、
発
電
所
建
設
に
は
約
４
年

か
か
る
た
め
、
運
転
開
始
は
早
く
と
も

２
０
２
４
年
と
な
り
、
当
初
予
定
の
２
０

２
１
年
か
ら
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
う
。 

　

コ
ラ
シ
ッ
ト
氏
は
周
辺
住
民
な
ど
の
反

対
を
受
け
、
石
炭
火
力
発
電
所
が
ダ
メ

な
場
合
は
、
ク
ラ
ビ
ー
に
は
一
切
の
発
電

所
を
設
置
せ
ず
、
も
ち
ろ
ん
天
然
ガ
ス

発
電
所
に
切
り
替
え
る
考
え
も
な
い
、

と
断
言
す
る
。

　

そ
れ
は
ガ
ス
燃
料
供
給
の
た
め
、
海
底

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
、
浮
体
式
貯
蔵
・

再
ガ
ス
化
施
設

（
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｕ
）
設
置
の
ど

ち
ら
も
採
算
性
が
悪
く
、 

ま
た
環
境
問

題
な
ど
の
懸
念
も
あ
る
た
め
だ
と
言
う
。 

　

だ
が
、
冒
頭
の
幹
部
は
こ
う
も
話
す
。

「
総
裁
の
指
摘
の
よ
う
に
天
然
ガ
ス
発
電

の
採
算
性
も
一
理
あ
る
が
、
問
題
は
そ

の
資
源
量
。
タ
イ
の
発
電
の
約
６
割
強
を

賄
っ
て
い
る
国
産
の
天
然
ガ
ス
の
保
蔵
量

は
、
こ
の
ま
ま
だ
と
10
年
ほ
ど
で
逼
迫
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の

国
に
と
っ
て
電
力
不
足
を
補
う
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
は
喫
緊
の
課
題
。
そ
こ
で
、
天

然
ガ
ス
へ
の
依
存
率
を
２
０
３
６
年
に
は
20

～
40
％
に
減
ら
し
、
そ
の
分
、
石
炭
火

力
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の
供
給

を
増
や
し
た
い
わ
け
で
す
」

２
０
３
６
年
に
電
力
供
給
倍
増

　

タ
イ
政
府
に
よ
れ
ば
、
同
国
の
総
発
電

量
の
実
に
約
７
割
が
バ
ン
コ
ク
を
含
む
首

都
圏
で
消
費
さ
れ
、
今
後
20
年
で
電
力

需
要
は
年
平
均
２
．
７
％
増
加
、
最
大

５
万
９
３
０
０
Ｍ
Ｗ
に
に
ま
で
達
す
る
と

予
想
す
る
。

　

ま
た
、
政
府
は
２
０
３
６
年
の
電
力
供

給
能
力
を
計
７
万
３
３
５
Ｍ
Ｗ
に
設
定
、

２
０
１
４
年
末
の
３
万
７
６
１
２
Ｍ
Ｗ
を
ほ

ぼ
倍
増
さ
せ
る
意
気
込
み
で
、
老
朽
化

設
備
の
更
新
を
含
め
計
２
万
４
７
３
６
Ｍ

Ｗ
の
発
電
量
ア
ッ
プ
も
決
め
た
そ
う
だ
。 

　

そ
し
て
、
そ
の
切
り
札
の
一
つ
が
、
実

は
石
炭
火
力
で
あ
り
、
日
系
企
業
に
と
っ

て
も
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
と
映

る
は
ず
。

　

そ
の
筆
頭
が
、
す
で
に
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｔ
の
信
頼

も
熱
く
、
業
界
で
そ
の
名
を
知
ら
ぬ
者

は
い
な
い
ほ
ど
浸
透
し
て
い
る
Ｊ
パ
ワ
ー

（電
源
開
発
）
だ
。

　

バ
ン
コ
ク
近
郊
を
中
心
に
、
す
で
に
16

カ
所
、
出
力
の
持
ち
分
合
計
で
約
３
３
０

万
Ｋ
Ｗ
の
発
電
所
を
稼
働
、
同
国
の
総
発

電
量
の
約
1
割
を
担
う
。

　

燃
料
は
目
の
前
の
タ
イ
ラ
ン
ド
湾
で
採

掘
さ
れ
た
天
然
ガ
ス
で
、
電
気
は
Ｅ
Ｇ
Ａ

Ｔ
に
販
売
し
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ
の
根
幹

を
担
う
電
力
事
業
を
外
資
が
手
掛
け
る

の
は
難
し
い
。

　

だ
が
、
発
電
所
の
用
地
選
定
や
取
得
、

住
人
の
説
得
な
ど
、
多
数
の
利
害
関
係

者
と
の
複
雑
な
交
渉
、
つ
ま
り
、
実
績

を
積
み
上
げ
て
来
た
Ｊ
パ
ワ
ー
に
は
一
日

の
長
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
タ
イ
に
お

け
る
日
の
丸
企
業
の
信
頼
の
証
と
言
っ
て

い
い
だ
ろ
う
。
今
後
の
石
炭
火
力
発
電
所

計
画
に
日
系
企
業
が
食
い
込
む
余
地
も

高
い
。

　
　

一
方
、
タ
イ
は
長
期
電
源
開
発
計
画

に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
発

電
目
標
を
、
２
０
１
４
年
末
の
７
４
９
０
Ｍ

Ｗ
か
ら
２
０
３
６
年
に
は
１
万
９
６
３
４
Ｍ

Ｗ
に
拡
大
す
る
と
も
意
気
込
む
。

　

そ
の
う
ち
太
陽
光
発
電

（
Ｐ
Ｖ
）
は
、

２
０
１
６
年
１
月
に
２
７
６
８
Ｍ
Ｗ
だ
っ
た

も
の
を
、
２
０
３
６
年
ま
で
に
６
０
０
０
Ｍ

Ｗ
に
ま
で
引
き
上
げ
る
と
い
う
。

　

ち
な
み
に
Ｐ
Ｖ
導
入
先
進
国
と
言
わ
れ

る
日
本
の
Ｐ
Ｖ
年
間
総
発
電
量

（
２
０
１

５
年
）
は
、
ざ
っ
と
３
万
３
０
０
０
Ｍ
Ｗ
。

こ
れ
を
考
え
て
も
タ
イ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
か
な
り
の
も
の
だ
。

　

意
外
か
も
知
れ
な
い
が
、
同
国
政
府
は
、

古
く
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に

予定地には「クラビー県民は発電所建設に賛成」と書かれた看板も
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注
力
し
て
い
る
。
導
入
促
進
の
た
め
の
具

体
的
方
策
と
し
て
、
２
０
０
７
年
に
は
上

乗

せ

価

格

買

取

制

度

（Ad
d
er　

P
rog

ram
 

）
を
導
入
。

　

こ
れ
は
、
民
間
事
業
者
が
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
場
合
、
国
営
電

力
会
社
な
ど
が
固
定
の
割
増
分
を
上
乗

せ
し
た
価
格
で
買
い
取
る
仕
組
み
。
要
は

固
定
価
格
買
取
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
＝
フ
ィ
ー

ド
イ
ン
タ
リ
フ
）
だ
が
、 

日
本
が
同
様
の

制
度
を
導
入
し
た
の
は
２
０
１
２
年
で
あ

り
、
こ
ち
ら
は
５
年
も
先
行
し
、
多
く
の

民
間
企
業
が
参
入
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
ス
ペ
イ
ン
や
ド
イ
ツ
の
例
と
同

様
に
、
政
府
が
設
定
し
た
割
高
な
買
い

取
り
価
格
の

「
利
ザ
ヤ
」
を
狙
っ
て
供
給

希
望
者
が
急
増
、
買
い
取
り
量
は
今
年

３
月
ま
で
に
３
０
０
０
Ｍ
Ｗ
弱
に
増
加
す

る
見
通
し
だ
。

　

こ
れ
は
当
初
目
標
の
約
１
６
０
０
Ｍ
Ｗ
の

約
２
倍
の
量
で
、
割
高
な
発
電
で
電
気

料
金
が
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
弊
害
に
陥
り

つ
つ
あ
る
。

タ
イ
資
本
が
続
々
と
日
本
上
陸

　

そ
こ
で
、
Ｐ
Ｖ
で
ひ
と
山
当
て
よ
う
と

目
論
む
タ
イ
の
資
本
家
達
が
、
飽
和
し

た
自
国
市
場
の
次
に
目
を
つ
け
た
の
が
、

世
界
的
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
価
格
の
高
い
日
本
だ
っ

た
。

　

彼
ら
に
と
っ
て
は
、ま
さ
に
「金
（カ
ネ
）

の
国
・
ジ
パ
ン
グ
で
一
攫
千
金
」
と
言
っ

た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
過
去
数
カ
月
の
主

な
報
道
を
眺
め
る
と
―
―

●
タ
イ
上
場
の
鉄
鋼
会
社
チ
ャ
オ
・
ス

チ
ー
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
は
、
島
根

県
で
出
力
１
２
Ｍ
Ｗ
の
Ｐ
Ｖ
営
業
運
転

を
開
始

●
タ
イ
上
場
の
印
刷
会
社
イ
ー
ス
タ

ン
・
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
）
は
、

宮
城
県
刈
田
郡
七
ケ
宿
町
の 

収
す
る

と
発
表
。
同
社
は
す
で
に
京
都
、
岩
手
、

福
井
県
で
建
設
中

●
ス
チ
ー
ル
・
パ
イ
プ
・
メ
ー
カ
ー
マ

ッ
ク
ス
・
メ
タ
ル
は
、
タ
イ
広
告
会
社

ア
ク
ア
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
日

本
で
Ｐ
Ｖ
を
計
画
す
る
子
会
社
「
テ
キ

サ
ス
１
２
１
」
を
買
収
す
る
と
発
表
、

買
収
後
、
約
５
億
バ
ー
ツ
を
投
じ
て
日

本
に
Ｐ
Ｖ
を
建
設
、
２
０
１
７
年
中
の

運
転
開
始
を
目
指
す
。 

テ
キ
サ
ス
１

２
１
は
山
形
県
最
上
町
と
岩
手
県
花
巻

市
に
出
力
１
．
９
３
５
Ｍ
Ｗ
の
Ｐ
Ｖ
を

計
画
中
で
、
マ
ッ
ク
ス
・
メ
タ
ル
は
２

０
１
７
年
１
月
に
日
本
の
電
力
会
社
と

供
給
契
約
を
結
び
、
発
電
所
建
設
に
着

手
す
る

●
タ
イ
上
場
で
電
力
事
業
を
中
心
に
手

掛
け
る
ガ
ン
ク
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
は
、
山
口
県
岩
国
市
で
の
Ｐ
Ｖ
建
設

計
画
が
承
認
さ
れ
た
と
発
表
。
出
力
75

Ｍ
Ｗ
、
総
事
業
費
は
３
１
３
億
２
７
８

０
万
円
。
中
国
電
力
に
電
力
供
給
す
る

予
定
。
同
社
は
す
で
に
日
本
で
Ｐ
Ｖ
事

業
を
展
開
。
新
発
電
所
が
運
転
開
始
す

れ
ば
、
日
本
で
の 

Ｐ
Ｖ
能
力
は
計
約

２
０
０
Ｍ
Ｗ
に

　

ち
な
み
に
、
タ
イ
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
20
〜
24
円

（
１
Ｋ
Ｗ
）
に
比
べ
、
日
本
は
27
〜
35
円

と
極
め
て
高
い
。
自
国
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身

に
つ
け
た
タ
イ
企
業
が
目
を
付
け
る
の
も

当
然
だ
。

　

利
益
率
の
高
い
日
本
で
ガ
ッ
ポ
リ
と
儲

け
な
が
ら
、
タ
イ
政
府
に
よ
る

「
２
０
３

自家発電で電力コスト減（ルーフトップ施工例） 
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６
年
ま
で
の
新
電
源
開
発
計
画
」
の
発

表
も
追
い
風
に
、
母
国
で
の
投
資
も
加

速
さ
せ
る
戦
略
だ
。

Ｐ
Ｖ
王
国
シ
ャ
ー
プ
の 

底
力

　

気
に
な
る
日
系
企
業
と
言
え
ば
、
や
は

り
“
Ｐ
Ｖ
の
先
駆
者
”
・
シ
ャ
ー
プ
の
存
在

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

タ
イ
に
お
い
て
は
２
０
１
０
年
、
当
時

世
界
最
大
規
模
と
な
る
Ｐ
Ｖ
の
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
・
周
辺
シ
ス
テ
ム
の
供
給
、

な
ら
び
に
建
設
に
関
す
る
一
括
元
請
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
受
注
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
設
計
、
機
器
調
達
、
建

設
か
ら
保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
運
転
管

理
ま
で
一
貫
し
て
行
な
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
展
開
し
、
名
実
と
も
に
信
頼
の
厚
い

ト
ー
タ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
成
長

し
た
。

　

政
府
の
買
い
取
り
目
標

（
上
限
）
が
、

い
ず
れ
は
飽
和
す
る
と
見
る
や
否
や
、

同
社
は
一
歩
先
を
見
据
え
た
戦
略
展
開

を
図
っ
た
。

　

タ
イ
を
拠
点
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
管
轄
す

る
、
シ
ャ
ー
プ
ソ
ー
ラ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ア
ジ
ア
の
幹
部
は
こ
う
語
る
。
「
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
は
各
国
の
電
力
政
策

（
補
助
金

や
電
気
の
買
取
価
格
や
枠
）
に
左
右
さ

れ
や
す
い
た
め
、
も
っ
と
堅
実
な
事
業
モ

デ
ル
を
構
築
し
た
か
っ
た
」

　

そ
こ
で
、
同
社
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
み

な
ら
ず
、
電
気
代
の
高
騰
に
頭
を
悩
ま

す
工
場
の
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
を

開
始
。
「
タ
イ
も
そ
う
で
す
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
各
国
の
電
気
料
金
は
高
く
、
引
き
合

い
も
増
え
て
い
ま
す
」
（同
幹
部
）。

　

電
気
代
を
抑
え
れ
ば
、
生
産
コ
ス
ト
の

削
減
は
で
き
る
が
、
数
年
前
ま
で
は
費

用

（
設
備
コ
ス
ト
）
面
を
理
由
に
二
の
足

を
踏
む
企
業
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
シ
ャ
ー
プ
ソ
ー
ラ
ー
は
タ
イ

国
内
で
２
０
０
Ｍ
Ｗ
を
超
え
る
実
績
と
経

験
に
よ
り
、
ロ
ー
カ
ル
企
業
と
も
充
分
に

戦
え
る
コ
ス
ト
競
争
力
が
あ
り
、
直
近
で

の
受
注
件
数
も
増
加
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
タ
イ
独
自
の
制
度
を
活
用
す

れ
ば
回
収
年
数
が
縮
ま
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
工
場
以
外
に
も
電
気
消
費
量
の
多

い
大
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
商
業
施

設
か
ら
の
依
頼
も
増
え
て
い
る
他
、
電
気

代
の
高
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の

横
展
開
も
す
で
に
開
始
し
て
い
る
と
い
う
。

　

今
後
も
経
済
成
長
に
伴
い
、
電
力
需

要
が
拡
大
す
る
タ
イ
。

　

冒
頭
の
石
炭
火
力
発
電
所
も
、
結
局

は
反
対
を
押
し
切
っ
て
進
め
る
だ
ろ
う
が
、

逆
に
、
太
陽
光
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ

増
や
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
、
環

境
配
慮
を
目
的
と
し
た
21
世
紀
型
の
開

発
も
推
進
し
て
い
る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
除
き
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
最
前
線
は
、
ま

さ
に

「
タ
イ
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

さ
そ
う
だ
。
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